
数 学 科 学 習 指 導 案 

日  時 令和 8 年 7 月 14 日（ 火） ５ 限目   場  所 1 年 3 組教室 

対  象 

 

総合学科 1 年 3 組   25 名 

  （ 男子 11 名， 女子 14 名）  

教科書 新 高校の数学Ⅰ （ 数研出版） 

 

科  目 数学Ⅰ 指導者 臨時講師 鴛海 旭人 

 

１  単元名 

第 5 章「 データ の分析」  

２  指導の立場 

（ １ ）  教材観 

こ れまでの「 データ の活用」 領域では、 データ をコ ンピュ ータ などを用いて表やグラ フを作成し 、 デー

タ の分布の傾向を比較し て読み取り 批判的に考察する こ と が既に学習し た内容である 。こ こ では、データ

の散ら ばり 具合や傾向を数値化する 方法を考察する 力、目的に応じ て複数の種類のデータ を収集し 、適切

な統計量やグラ フ、 手法などを選択し て分析を行い、 データ の傾向を把握し て事象の特徴を表現する 力、

不確実な事象の起こ り やすさ に着目し 、 主張の妥当性について、 実験などを通し て判断し たり 、 批判的に

考察し たり する 力などを培う 。  

（ ２ ）  生徒観 

生徒の中には、 学習に意欲的な生徒が多く 、 自身が考察し たも のを他者へ説明する こ と ができ る 。 し か

し 、 学習に意欲的ではない生徒がいる 。 こ れま での学習では、 全員が理解する ために班や友人関係の垣根

を超え、 学習に困り がある 生徒を手助けする こ と で教えあい学習を行ってき た。 その成果も あり 、 ク ラ ス

メ ート が困っている と 自発的に生徒が動き 出すク ラ ス である 。  

（ ３ ）  指導観 

生徒観から 、 説明中心の授業ではう ま く 学習でき ない生徒が多い。 よ って、 生徒同士の教えあい学習を

基本と し 、未知の学習に関し ては、教員側から アプロ ーチを投げかけ既存の知識を復習し ながら 未知の学

習に取り 組める よ う に行う 。 また、 データ から グラ フを作成し 他者と の交流を経て分析を行い、 自身の考

えを述べる 場面を考えら れる よ う に指導を行う 。  

３  単元の目標 

 （ １ ） コ ンピュ ータ など の情報機器を用いる などし て、 データ を表やグラ フに整理し たり 、 分散や標準偏差

などの基本的な統計量を求めたり する こ と ができ る 。  

 （ ２ ） 目的に応じ て複数の種類のデータ を収集し 、適切な統計量やグラ フ、手法などを選択し て分析を行い、

データ の傾向を把握し て事象の特徴を表現する こ と ができ る 。  

 （ ３ ） 表やグラ フを作成し 、 他者と 考えを共有する こ と で自身の意見をブラ ッ シュ アッ プに取り 組むこ と が

でき る 。  

４  単元の評価規準 

知識・ 技能 思考・ 判断・ 表現 主体的に学習に取り 組む態度 

コ ン ピ ュ ータ など の情報機器を 用

いる などし て、データ を 表やグラ フ

に整理し たり 、分散や標準偏差など

の基本的な統計量を 求めたり する

こ と ができ る 。  

目的に応じ て複数の種類のデータ

を収集し 、 適切な統計量やグラ フ、

手法などを選択し て分析を行い、デ

ータ の傾向を 把握し て事象の特徴

を表現する こ と ができ ている 。  

表やグラ フ を作成し 、他者と 考えを

共有する た めにグループワ ーク に

取り 組み、ワ ーク シート に記入をし

よ う と し ている 。  

 



５  指導と 評価の計画（ ８ 時間）  

時
間 

ねら い・ 学習活動 
知
・
技 

思
・
判
・
表 

主
体 

 

備考 

 

１  ある データ を用いて、 度数分布表・ ヒ ス ト グラ ム

について用語の学習と メ リ ッ ト ・ デメ リ ッ ト を確

認する 。  

〇   ワ ーク シート  

２  最頻値・ 中央値・ 平均値の有用性を理解し 、 問題

のデータ から こ れら を求める 。  

 〇  ワ ーク シート  

３  データ から 四分位範囲・ 四分位偏差から 箱ひげ図

を作成し 、 外れ値を求める 。  

〇    

４  複数のデータ の分散・ 標準偏差を計算し 、 散ら ば

り の具合を比べる 。  

〇  〇 ワ ーク シート  

５  

 

ある データ の散布図から ふたつの数量の相関を

考察する 。  

 〇  ワ ーク シート  

６  

本時 

地震速報の仕組みから 、 散布図の作成を行う 。 ま

た、 地震速報の仕組みについて分析を行い自身に

何ができ る のか説明。  

 〇  ワ ーク シート  

７  ある データ の相関係数を計算する 活動を行う 。  〇  〇  

８  ある 問題に関し て、 確率を用いて事柄が妥当かど

う か判断する 。  

 〇  ワ ーク シート  

 

 

６  本時案 

（ １ ） 教材： ある 地震のデータ 、 Ｐ 波と Ｓ 波から 散布図と 相関を学ぶ。  

 

（ ２ ） 本時の目標（ ねら い）  

・ 単なる 計算やグラ フ作成にと どま ら ず、散布図と 直線を用いて、2 つの数量の間にどのよ う な関係（ 相関）

がある かを考察し 、 地震速報の仕組みを考察し 、 自身がどのよ う な行動ができ る か説明する こ と ができ る 。 

（ ３ ） 学習過程 

段階 
(時間) 

学習内容 
学習活動 

（ T 教員の指示・ 発問等、 S 生徒の活動・ 反応等）  
指導上の留意点及び評価 

導入

(5) 

 

地震速報に

疑問を 持ち

今回の 授業

の テ ーマ に

する 。  

 

T 地震速報は、 なぜ地震が来る 前に鳴る のかを疑問に

思い、 今回はその仕組みを調べる こ と を確認する 。  

 

 

 

本時の目標 

【 緊急地震速報の仕組みを散布図から 考察し 、 自身に何

ができ る か説明し よ う 。】  



展開

① 

(25) 

散布図を 作

成さ せる 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

T  散布図はワ ーク シート に書き 込むよ う に指示を す

る 。  

 

S１  散布図を作成し てみる と P 波も S 波も き れいに並

んだ。  

S2 おおよ その線を引く と 右肩上がり の直線になった。  

 

生徒の散布図を写真で撮り 、 電子黒板に提示する 。  

 

S1 直線になったこ と から 、こ のま ま 散布図の外側でも

同じ よ う に直線になる と 予想でき ま す。  

S2 到達時間と 距離には何か関係があり そう 。  

S3 速さ が出せそう  

S4 わから ない 

T 右肩上がり の直線になったこ と から 、 一方のデータ

が増加する と 一方のデータ も 増加する こ と 。 正の相関が

ある こ と を確認し 、 散布図のグラ フと 言葉をリ ンク さ せ

る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 生徒から 出て こ なけれ

ば、 グ ラ フ の外側はど う

なる か確認し てみる 。  

 

 

 

 

 

 

展開

②

(10) 

散布図で 地

震速報の 仕

組みの 考察

を行う 。  

 

 

 

S1 遠く の距離になればなる ほど P 波と S 波の隙間が

開いている と 思います。  

S2 どちら も 同じ 場所が重なっている 。  

S3 ２ つの地震は速さ がちがう 。  

 

 

 

 

 

〇こ の隙間が大き ければ大き いほど、 地震に対する 備え

ができ る こ と を説明する 。  

 

 

 

 

 

 

・ 隣同士で意見交換をさ

せる 。  

・ 誰も 出てこ ない時は、

2 つの直線の隙間に関し

て 気づかせる よ う にす

る 。「 ２ つの直線っ て左

側と 右側の違いっ て ど

う なってる ？」  

 

Q1 P 波と S 波の距離と 到達時間のデータ から 、 散

布図を作ってみよ う 。  

Q2  散布図にはど んな特徴があり ま すか？でき る だ

け多く 、 自由に記述し なさ い。  

Q3 P 波と S 波の位置関係に着目し 、 特徴を書き なさ い。  



 

ま と

め 

(10) 

デ ー タ の 分

析から 、 防災

に つ い て の

ま と め を 行

う 。  

〇散布図から 地震の伝わる 時間と 距離の関係に言及し な

がら 、 こ の初期微動継続時間から 、 こ の間に自分たちに

何ができ る かワ ーク シート の振り 返り に記入をさ せる 。  

【 思・ 判・ 表】  

・ ワ ーク シート の記入か

ら 散布図の関係と 初期微

動継続時間に何ができ る

のか考察・ 説明ができ て

いる か評価を行う 。  

 

７  本時の評価 

評価基準 【 思考力・ 判断力・ 表現力】  

A 自身が初期微動継続時間に何ができ る の

か、 具体的に書ける 。  

B 振り 返り で、 散布図の相関について考察

し 、 表現する こ と ができ る 。  

 

８  指導の手立て 

・ 振り 返り を記入する 時、 書く のに困っ ている 生徒がいれば、 今日の授業でデータ の形がど のよ う であったか思考

を促す。  

・ 今ま での地震によ る 避難訓練で何をし ていたのかを 確認をする 。  

Q 初期微動継続時間の間にでき る こ と って何かな？ 



   

                                 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

 

   

 

 

      


